
～多様なステークホルダーとの協調・共創環境、新事業の実証・実践をコーディネート～

地域課題の解決、新市場創出に向けた協調・共創活動支援
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VUCAの時代に求められる協調・共創活動をコーディネート

⚫ 昨今、「VUCA注1の時代」と言われるように、社会の変化が激しく、不確実であり複雑さを
増した時代となっています。

⚫ このような時代において、個々の自治体による地域課題の解決や、個々の企業等が社会潮
流を捉えながらスピード感をもって新サービスを開発・実行していくことが難しくなって
きています。

⚫ Chukaiトライセクター・ラボ（以下、ラボとする。）は、このような時代だからこそ、地
域課題やテーマを共有する複数のステークホルダーが「協調」し、お互いの知見・ノウハ
ウを活かしながら、高い次元で新しい価値を「共創」していく成長戦略を考える必要があ
ると考えます。

⚫ ラボでは、自治体が抱えている地域課題の解決、地域企業における新市場創出をご支援す
るため、協調・共創活動を支えるプラットフォームとなり、必要となる各種サービスをご
提供いたします。

協調・共創プラットフォームの構築（例：地域課題解決ケース）

（注1）VCUAとは、 Volatility（変動）、Uncertainty（不確実）、Complexity（複雑）、Ambiguity（曖昧）の頭文字をつなぎ合わせた
造語。4つの要因により、現在の社会経済環境が極めて予測困難な状況に直面しているという時代認識を表す。

⚫ 共通の地域課題を抱える自治体と、その解決に向けたサービスを検討している企業等、双
方のニーズに基づくテーマを設定し、協調・共創プラットフォームを構築。

⚫ テーマに基づく各種調査を通じた市場動向の分析や仮説設定、そこから展開していく自治
体と企業等が連携した新事業の実証等を伴走支援。
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※協調・共創プラットフォームの構築では、大学等研究機関やその他団体等、求められる関係者と
の連携体制もコーディネート。



【お問い合わせ先】

株式会社中海テレビ放送 地域創造本部 地域づくり推進部

Ｃｈｕｋａｉトライセクター・ラボ

〒683-0852 鳥取県米子市河崎610 e-mail：tri-sectorlab@chukai.co.jp
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協調・共創プラットフォーム構築と活動イメージ

⚫ 解決したい地域課題を抱える自治体、その解決に取り組む地域企
業等のニーズ（ご相談依頼）をもとに、社会動向等を踏まえ、活
動のテーマや取組方針をご提案いたします。

⚫ 同様のニーズを有する自治体や地域企業等の参画に関するご提案
資料の作成、情報発信等を連携して実施いたします。

⚫ 複数のステークホルダーの参画が合意でき次第、活動に向けた各
種リリースの作成等をサポートいたします。

本カタログの内容は、適宜変更させていただきますことご了承ください。 （2024年6月）

⚫ 多様な協調・共創活動をご支援させていただく協調・共創プラットフォームでは、活動
フェーズに必要な各種サービスをご提供いたします。

⚫ 協調フェーズでは、参画するステークホルダーがWin-Winとなる
共通の目標とアウトプットを設定し、各種調査・分析、ステー
クホルダー間の調整等をサポートいたします。

ex）市場動向、住民ニーズ等を把握するためのアンケート調査
実施、事業展開に向けたサービスモデルの仮説立案 等

⚫ ステークホルダーとの連携可能性等を見出していくため、ファ
シリテーション等によるプラットフォーム運営をサポートいた
します。

⚫ 創出される共創プロジェクトで想定される実証や実装等の
フェーズにおいて、その実効性を高めていくための伴走支援い
たします。

⚫ 伴走支援では、サービスモデルの精査や事業計画の作成の他、
国の各省庁による助成事業の情報提供や事業申請書作成、必要
に応じて協議体設立・運営等、実証・実装に向けたコーディ
ネートをいたします。

同じ悩みを抱えるステークホルダーの参画をサポート

テーマ・ゴールを見据えた活動の運営をサポート

共創プロジェクトによる実証・実装をコーディネート
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